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Persantin，Juvela　N
Fig．　2．　Shows　clinical　course　of　hypertensive
patient，　82－year－old　male，　with　arteriosclerosis．
　Labile　blood　pressure　was　brought　under
control　with　BUB－KAO　baths．
16 環境病態研報告　57，1986
小血管の血管壁，および血管内容に変化を生ずる
虚血症状であり13）寒冷の強さ，長さにより，紅
斑，水窪形成，浮腫，組織障害の症状を呈する。
　パブ浴を処方した2症例は，いずれも表在性毛
細血管の内皮細胞が障害され，浮腫形成，血球成
分の停滞による皮膚栄養障害を来していると考ら
れる。
　レイノー症候群は，機能的な末梢動脈障害で，
血管収縮を主徴とし，原因となるような動脈壁の
器質的障害なしに生じる可逆的な末梢動脈血行障
害である。レイノー現象を呈する場合に血管収縮
をおこすのは，指先の細小動脈である。また，指
趾の血管は血管運動神経を介して多くの外来刺激
に反応して著明な反射性血管収縮をおこす。レイ
ノー現象を呈する指先では，環境，温度の影響を
うけやすく，とくに血管反射がつよく長く出現す
魏
　従って，臨床では交感神経遮断剤がよく用いら
れる。
　炭酸泉の末梢血管拡張作用は，古くから知られ
ており，温熱と，CO　2による組織酸素の増加，
および組織循環改善作用は，末梢循環不全症候群
に有意に作用するすることは容易に考えられる。
パブ浴を用いた5症例は，いずれも循環改善薬剤
投与の漸減，あるいは中止をみており，長期にパ
ブ浴を行なうことにより末梢循環改善に効果のあ
ることがうかがえる。
　炭酸泉は，従来，心臓の湯とも称されて高血圧
症に賞用されてきた。CO2による毛細血管拡張
作用により，末梢血管抵抗を低下させて降圧作用
がえられるわけで，2＞高血圧症の2治験例では，
いずれも2カ月間のパブ浴連用により正常血圧範
囲に降圧をみており，その後の連用により，安定
して正常血圧を維持している。症例6では，降圧
剤の減量，中止，および蛋白尿の著明な改善をみ
ている。おそらくは，血圧の低下により，糸球体
の透過性鼠径がおさえられて蛋白尿の減少をみた
ものであろう。血圧の変動が著明であった症例7
に，血圧の安定化をみたことは，組織循環の改善
がホメオスターシスを円滑にするという点で興味
ある治験像であると考える。
　不定愁訴症候群の病態には，複雑な因子が介在
しており，その解析は非常に困難で適切な薬剤は
見当らない。しかしながら，1～2カ月間のパブ
浴連用によって愁訴の改善がみられており，常用
薬を中止している。また，パブ浴中止により愁訴
の再燃をみる等，炭酸泉の有用性を示唆する興味
ある治験であろう。
　肝機能不全症例は，門脈循環不全に起因する末
梢循環不全（うっ血）の改善を期待して適応を考
えたが，肝機能には変化がみられず，肝の触診上
に多少の変化がみられたとはいえこの種の循環改
善に寄与する作用があるかどうかは疑問である。
　ここに示した11例の治験例で，循環系に焦点を
おいた7例，および不定愁訴群の2例を通じて，
1～2カ月間の連用により，常用薬の減量，ある
いは中止がみられ，以後の連用により安定した経
．過を辿る共通点をえたことは，人工炭酸泉の麗麗
では，従来いわれている「慣れ」の現象が考えら
れない点，5）また，人工炭酸浴剤浴により炭酸泉
の効果が，日常の家庭での入浴でえられる点，さ
らに，ホメオスターシス維持に有益であることを
合せるとド人工炭酸浴剤浴は疾病の自然予後に有
意に作用すると考えられ，現代の医療の欠陥を補
う意義は大きいものがある。
　（要旨は，第2回人工炭酸泉に関する討論会で発
表した。）
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Clinical　，trials　with　artificiai　CO2　btithings
Yasuko　Usui，　Junko　Komotoi）
Mitsuru　Sunakawa3）Tomoji’　Kohmoto｝）　and
Yoshiaki　Komot61）
Usui　Hospital，　and　i）Misasa　Hospital，　Oka一’
yama　University　Medical　School
　　　Clinical　trials　for　5　cases　of　peripheral
circi．．，lat：on　insiui　ff：cl’ency，　2　cases　of　．la．yperten－
sion・2　case『　of　general　血alaise　and　2　cases
of　liver’?浮獅モ狽奄盾氏@insufficiency　were　perform－
ed　with　artificial　CO2・baths　using　BUB－
KAO，　a　50　g　sodium　hydogencarbonate　and
succinic　acid　tablet，　KAO　Co．　Ltd．，
Japan，　in　150：litre－tub　at　400C　for　10－20
minutes　in　a　period　of　6　to　12　months．
By　virtue　of　an　increase　of　tissue　PO　2　and
an　improvemept　of　tissue　perfusion’with　artifi－
c al　CO2　baths，　favorable　elffects　were　ob－
tained　in．．　all　cases　but　in　2　patients　with
liver　・function　insufficiency，　leading　to
reduce　or　discontinue　the　regular　medications．
　　Remarkable　effect　was　obl　erved　in　2　cases
of　hypertension，　being　brought　under　ebntrol
in　2　months，　keeping　normal　range　thereafter
due　possibly　to　lowering　the　peripheral　re－
sistance　caused　by　capillary　dilation　effect．
A　greate　favor’of　hypotensive　effect　was
grant－ed　ln　reducing　＋．he　excretlon　of　uri”nary
protein．
　　It　is　very　advantageous　in　maintaining
homeo tasis　to　ameliorate　natural　course　of
diseases　with　artificial　CO　2　baths　which
are　effective　by　repeated　routine　use　for　a
long pe iod　of　time，　leading　to　assist　mod－
ern　way　of　medical　treatment．
